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第１回　大阪府社会教育委員会議（H24.10.16）











〇新たな審議題検討に向けた現状認識について


　・学校を核とした教育コミュニティづくりとともに、コミュニティ全体のエンパワーメントが必要


・防災やいじめなどの課題にも関わるとともに、支援の届きにくい人に社会教育がどう関われるのか考えることが必要


・つながらないと解決できないことを明確にして、NPOや企業、事業所などとつながることが必要


○大阪府　社会教育関係者実践交流会について


　・手法論に偏らず、事例の取組み姿勢や思いなどプロセスについて協議することが必要


○実践事例集について


　・ある程度条件が揃っている地域では、アイデアやコツ・ヒントを活用できるが、実際に厳しい課題に取り組んでいる人たちにとっては、事例集の内容はギャップを感じるのではないか。





第２回推進部会(H25.1.7)


会議











○大阪府　社会教育関係者実践交流会について


・参加してもらいたい人たちへの広報の工夫が必要


・学校関係者など参加してもらいたい分野の人たちに企画委員として参加してもらうなどの工夫が必要


○実践事例集


　・協働には、WIN－WINの関係が大切。そのことがよく伝わるような表現にすることが大切


　・楽しい活動であるからこそ広がっていく。その楽しさが伝わるように表現することが大切


○大阪府社会教育委員会議の審議題について


　・審議題の考え方の方向性はよい


　・審議題は、より簡潔に、見た人にわかりやすいような表現にすることが大切


　・審議ポイントは、4つをまとめて、抽象的な表現にするとよい








